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High Level Political Forum（HLPF 2021）における IGES キーメッセージ 

「アジア太平洋における COVID-19 パンデミックからの持続可能でレジリエントな復興」 

2021 年 7 月 6－15 日 

 

地球環境戦略研究機関（IGES）は、High Level Political Forum（HLPF 2021）で共有すべきキーメッセー

ジを以下のように作成しました。このメッセージは、HLPF 2021 の重要なテーマに沿って構成されており、

COVID-19 時代に政策立案者が自然と人間の調和のとれた関係を維持するための方法を示しています

(Takeuchi, 2020)。 

 

1. COVID-19 パンデミックからの持続可能でレジリエントな復興 

● 世界が不可逆的な転換点に差し掛かっている今、気候危機への対応は COVID-19 の危機への

対応と同様に急を要するものです。経済復興パッケージは、これらの危機に直面して、クリーンエ

ネルギーへの移行や、持続不可能なインフラや社会経済システムの再設計を支援する必要があ

ります(Mori et al., 2020; Zusman et al., 2020)。 

● 化石燃料の生産とエネルギー集約型のインフラの固定化を避けるためには、これらのシステムを

再設計することが重要です(Unruh, 2000, 2002)。長期的な再設計が、COVID-19 への即時対応

と経済回復政策の持続可能性を決定します(Mori et al., 2020; Zusman et al., 2020)。 

● 計画的な投資を、持続不可能なインフラから持続可能なインフラに移行することで、この再設計

のための資金を調達することができます。例えば、化石燃料への補助金をクリーンエネルギーに

振り向けることができます(Elder, Shigemoto, and King, 2018)。 

● 「Energy Policy Tracker」や「Platform for Redesign」などのインタラクティブなデータベースは、

復興の持続可能性を評価するのに役立ち、政策立案者がよりレジリエントな道を歩むことを促しま

す(PLATFORM for REDESIGN 2020, 2020; IISD et al., 2020)。COVID-19の復興パッケージにお

ける SDGs の相互関連性を分析することで、回復力を高める方法で資源配分の優先順位を決め

ることができます(Zhou and Moinuddin, 2021)。 

 

2. COVID-19 と環境 

● COVID-19は主に健康問題ですが、医療廃棄物、プラスチックの漏出、輸送、廃水、生物多様性

など、多くの環境問題を激化させています。このような COVID-19 との関連性を考慮して、環境政

策を強化する必要があります(Mori et al., 2020; Ramanathan et al., 2021)。 

● COVID-19 は、医療廃棄物を増加させ、関連する環境および健康リスクを増大させています。総

合的な廃棄物管理の原則、緊急時対応計画、エビデンスに基づく意思決定により、医療廃棄物

管理を改善することができます(UNEP, IETC and CCET, 2020)。 

● COVID-19 のロックダウンにより、ライフスタイルや仕事の形態が変化し、消費や移動のパターンも

変化しています。持続可能な行動を維持するための介入（例：自転車専用道の延長）と、持続不

可能な行動を抑制するための介入（例：使い捨てレジ袋の有料化）により、危機を機会に変えるこ

とができます(Mori et al., 2020)。 
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● 廃水処理の定期的なモニタリングは、COVID-19 に対する低コストの早期警告ツールです。手間

と費用のかかる従来の臨床サーベイランスを補完するため、このアプローチを広く普及させるべき

です(Bao and Canh, 2021)。 

● さまざまな状況下での相互作用を含め、人類と自然との関係をより深く理解することで、人獣共通

感染症の波及リスクを評価し、将来のパンデミックの可能性を低減することができます(Brancalion 

et al., 2020; Alexander et al., 2012; Salkeld, Padgett and Jones, 2013)。 

● 大気汚染は COVID-19 の感染を悪化させ、他の健康リスクを深めます。COVID-19 ロックダウン

後の大気汚染のリバウンドを抑え、アジア太平洋地域で汚染された空気を吸っている 40 億人以

上の人々の健康を改善するためには、より強力な対策が必要です。これらの対策は、気候変動を

緩和し、その過程でコベネフィットをもたらすものでなければなりません(UNEP APCAP and CCAC, 

2019; Janardhanan et al., 2021)。 

3. SDG 12: 責任ある消費と生産 

● 海洋汚染の 80％近くが陸上での活動に起因しているため、海洋生態系を守るためには、循環型

経済に移行しながら、陸上でのごみを減らす努力が必要です (Onogawa, et al., 2020; 

Premakumara, et al., 2020; Liu et al. 2020)。この問題に対処するために、アジア太平洋地域の

国々は、国の拡大生産者責任政策と、プラスチック廃棄物政策を調和させる地域メカニズムを採

用することが推奨されます(Akenji et al., 2020)。 

● 省庁間の調整やサプライチェーン全体のマルチステークホルダー・ネットワークを改善し、食品廃

棄物ガバナンスを強化することで、世界の食品ロス 2.6 兆ドル分を削減することができます(Liu 

and Nguyen, 2020; Liu et al., 2020; Reynolds et al., 2020)。 

● 地域、国、都市の廃棄物管理戦略とアクションプランは、強力な政治的裏付けのある実践的な行

動に基づいており、資源効率の高い開発の特徴となっています (Onogawa et al., 2020; 

Premakumara et al., 2020; Rajeev et al., 2020)。また、埋め立て地の修復などの問題に関する

簡単なガイドラインは、発展途上国が持続可能な廃棄物管理を実現するために役立ちます

(Premakumara, 2021)。 

● 先見性のあるアプローチは、個人が持続可能なライフスタイルを思い描くのに役立ちます(Mao et 

al., 2020)。地元住民と地域の意思決定者による共創は、ライフスタイルの変化に対するシステム

上の障壁を取り除くために、コミュニティに力を与えることができます(Watabe et al., 2020)。個人と

集団の両方の行動が、過剰な消費を減らし、エコロジカル・フットプリントを最小化することができま

す。 

 

4. SDG 13: 気候変動対策 

● いくつかの国と多くの地方自治体は、ネット・ゼロまたは同様の野心的な気候変動緩和の誓約をし

ています。効果的な実施計画を立てる必要がありますが、長期的なシナリオ分析を行うことで、効

果的な実施計画を立てるために必要な構造的・社会的な変化を明らかにすることができます

(Kawakami, Kuriyama and Arino, 2020; Kuriyama and Abe, 2021; Ota and Akagi, 2021)。 

● 都市は、シナリオ・プランニングの専門家である研究者を、脱炭素化計画の共同設計に参加させ

るべきです(Kamei, Hanaki and Kurisu, 2016; Ota and Akagi, 2021)。地産地消、健康的なライ

フスタイル、自然に基づく解決策に焦点を当てたシナリオは、柔軟性の少ない資本集約的な技術
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やインフラの変化を中心としたシナリオに代わるものです(Kamei, Mastrucci and van Ruijven, 

2021)。 

● 脱炭素化のための多額の投資により、相当数の雇用が創出される可能性があります。公正な移

行を実現するために、脱炭素化計画には、化石燃料関連部門で失われた雇用を補うための具体

的な措置が必要であり、これには労働者の再教育や新しいキャリアのための再訓練が含まれるべ

きです(Kuriyama and Abe, 2021)。 

● レジリエントな都市を構築するには、吸収力、適応力、変革力といった補完的な能力を高めること

が必要です。エビデンスに基づいた政策立案（社会水文学的モデルなど）、参加型の計画、マル

チセクターのパートナーシップは、様々なレベルでこれらの能力を強化することができます

(Premakumara et al 2020; Kumar et al 2020)。 

● 地域適応計画は、経済統合が進む中で、地域の気候影響が国境を越えて広がるのを防ぐことが

できます。潜在的なリスクの伝播を回避するためには、多次元的な気候脆弱性のリスク指標とリス

ク・コミュニケーションを活用した気候計画が必要です(Prabhakar, 2020)。多くの企業は、リスクの

波及に対処するために同様の技術が必要になるだろうと考えられます(Prabhakar and Shaw, 

2020)。 

5. 他の SDGs と横断的テーマ 

● 地域循環生態圏（R-CES）という概念は、低炭素、資源の充足、自然と調和した社会の統合を前

提とした開発モデルであり、日本では SDGsのローカル化に役立っています(Takeuchi et al., 2019)。

最近のインドにおける R-CESの状況に応じた適応は、このモデルが他の国でも SDGsのローカル化

に役立つ可能性を示唆しています(Thapa et al., 2020)。 

● 多くの企業は、SDGs に取り組むことで価値を築くことができると考えています(Onoda et al., 2019)。

成功例を普及させる知識共有プラットフォームを構築することで、他の企業が SDGs に積極的に

取り組む動機付けとなるでしょう(Ueno et al., 2018)。また、多くの企業は、SDGs に関する行動を

どのように優先させるかについて、わかりやすいガイダンスを必要とするでしょう(Amanuma et al., 

2020)。ビジネスの役割が高まっている一方で、政府は SDGs に積極的な役割を果たす必要があ

ります(Olsen et al., 2021)。 

● 政策立案者は、SDGs と気候政策との統合を強化すべきです。農業の研究 (Hengesbaugh, 

Zusman and King, 2020)、大気汚染(Akahoshi, et al, 2018; UNEP APCAP and CCAC, 2019)、

持続可能な交通(Nugroho, et al, 2020)、廃棄物処理(Premakumara et al., 2018)、食料・水・エ

ネルギー(Bao, et al, 2018)、ジェンダー(Lee & Zusman, 2019)といったものが、関連する政策や

ガバナンスの取り決めの中で、つながりを深めるために強い力を発揮します(Amanuma et al., 

2018)。 

● 生物多様性条約、仙台防災枠組、パリ協定、SDGs の主要な条項を統合するためには、より大き

な国際協力が必要です。これらのプロセスを整合させることで、人間と環境の健康を守ると同時に、

気候変動という緊急事態に対するレジリエンスを高めることに貢献することができます。 

6. フォローアップとレビュー 

● ASEAN 諸国は、自発的国別レビュー（VNR）において、さまざまな政策を報告しました。改善すべ

き点としては、目標と達成度のギャップの明確化、政策の有効性の評価、政策に関連する予算の
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報告、新規の政策と継続中の政策の区別、環境関連の政策をより多く記載することなどが挙げら

れます(Elder, 2020)。 

● 自発的ローカルレビュー（VLR）を準備している都市の数は増加しており、このような早い段階から

の取り組みは評価されるべきです。他の地方自治体にも VLR の準備を促し、国は VNR と VLR の

プロセスの統合を支援する必要があります(Kataoka and Yoshida, 2019; Amanuma et al., 2020; 

IGES, 2020)。 

 

 
*このメッセージは、IGESが APFSDに向けて発信したメッセージを一部加筆・修正する形で作成しました。 
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